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上場維持基準（業績）に係る改善期間入りに関するお知らせ 

 

 当社は、最近４連結会計年度（2021年６月期から2024年６月期）における営業利益及び営業活

動によるキャッシュ・フローの額が負（いずれの連結財務諸表にも継続企業の前提に関する事項

が注記されている）となったことから、上場維持基準（業績）に係る改善期間に入りましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．上場維持基準（業績）に係る改善期間入りに至った経緯 

当社は、2021 年６月期においては、大型のシステム開発案件の減少及び、新型コロナウイルス

感染症拡大への警戒感が長引き、企業における投資控えの影響を受けたこと等により売上が想定

を下回り、グループ再編によるコスト削減に努めたものの、営業損失を計上しております。  

2022 年６月期においては、2021 年６月に行った当社の旧ソリューション事業（一部除く）の譲

渡により大幅な売上減少となったこと等により、営業損失を計上しております。  

 2023 年６月期においては、2022 年８月の経営体制の変更以降、経営再建に向けて、コスト削減

を行ったこと、株式会社アップライツを連結除外したことにより、総コスト（売上原価と販管費

の合計）は前期比約 60％減となりましたが、固定費を回収できるほどの売上が獲得に至らず、ま

た、連結子会社である OK FUND L.P.の運営費などが一部発生していたこと等から営業損失を計上

しております。 

 2024 年６月期においては、引き続きコスト削減と連結子会社の再編を行ったことにより、各段

階利益は前期比で改善しているものの、引き続き営業損失を計上しております。 

 

２．改善期間 

 2024 年７月１日から 2025 年６月 30 日まで 

  

３．今後の見通し 

 当社は、上場維持及び今後の成長に向けて、営業利益と営業キャッシュ・フローの創出が最重

要課題であると認識しております。 

2025 年６月期においては、次の施策を実施してまいります。 

① オフィス移転、最少人数での効率的な事業運営、専門家報酬の減額等によるコスト削減 

② 広告収益の改善 

③ 中長期を見据えた注力領域・事業ポートフォリオの創出 



   

④ ③に適合した M＆Aの実行 

なお、当社は、2025 年６月期に営業利益又は営業活動によるキャッシュ・フローの額が正とな

らないときには、名古屋証券取引所ネクスト市場の上場維持基準である業績項目に該当し、上場

廃止になる可能性があります。 

また、2025 年６月期の業績予想につきましては、今後、合理的に算定が可能となった時点で速

やかに開示いたします。 

 

以 上 


